
　「年次評価廃止」という衝撃的なキーワードが昨年
の後半あたりからにわかに注目を集めはじめた。ア
メリカの主要企業が続々と“人事評価を止めている”
というセンセーショナルなレポートがいくつも発表
されてきた。しかし，よく検証すると， 1年分の成
果を振り返って，SABCDなどのランクづけ分布をす
る査定を止めたという意味であって，代わりに，現
場のマネジメントには，多頻度その都度のメンバー
個々への評価コミュニケーションを求めるという育
成要素が強化される内容だった。ビジネスの変化が
速い時代を考慮すれば，極めて合理的な経営判断だ
とも理解できる。実際，「 1年振り返ってみたらあな
たは上位20％に達しませんでしたので，真ん中の60
％の人材です」などと告げられても，生産性，モチ
ベーション，成長意欲には何ら寄与しえないだろう。
では，前向きなパフォーマンスを引き出す評価はど
うあるべきなのか？　特に人事マル秘ファイルに綴
じられた査定評価をしがちな日本企業の場合，変革
の方向性はどこにあるのか？　これらの点をコンサ
ルタントの知見で整理してもらった。今は，評価制
度の概念を大きく変えるターニングポイントかもし
れない。 （編集部）
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～新しいパフォーマンス・マネジメントをどう進めるか～

■アメリカ主要企業が年次評価を廃止している背景
■パフォーマンス・マネジメントの具体的な仕組み
（1）具体的に評価制度をどのような仕組みにしたのか
（2）処遇（賞与・昇格・昇給）への反映方法

■日本企業の人事評価の課題
（1）成果主義の導入と同時に広く普及したMBO（目標管理

制度）
（2）評価制度の問題
①制度上のよくある問題/②運用上のよくある問題

■パフォーマンス・マネジメントの導入ポイント
（1）アメリカ企業の模倣では失敗する
（2）パフォーマンス・マネジメントは何を評価するのか

①「これまで」をどう評価するのか/②「これから」
をどう評価するのか/③「パフォーマンス・マネジメ
ント」の視点

（3）日本企業での運用に親和性の高いパフォーマンス・マ
ネジメントの制度モデル
①相対評価から絶対評価へ/②1次評価者の評価結果を
ダイレクトに処遇に反映させる/③賞与原資は，個人
賞与の積み上げ型からポイントシェア型へ/④期末の
評価面談から年間を通した継続的な評価へ

（4）評価者のマネジメント力の向上がポイント
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